
3

【問２】　ペットボトルを出すときに注意することはなんですか？
　　　   ①キャップをはずす　②ラベルをはがす　③キャップとラベルをはずす　　　（答えは4ページ下）

【問１の答え】　　①昭和62年
　　　　　　　　　　　　　これからもごみ・リサイクルに関するいろいろな情報をみんなに届けるよ！4

【問３】王禅寺余熱利用市民施設の温水プールは、何で温められているでしょうか？
　　　  ㈰ 太陽熱　㈪ ゴミ焼却熱　㈫ 地下熱　　　　（答えは２ページ下）

【問2の答え】㈫ リユース食器…イベントでは、紙コップや紙皿などの使い捨て食器が多量のごみとなって出ます。
　　　　　　  リユース食器を使用することで、ごみが減り、環境にやさしいイベントにすることができます。2

【問１】　環境局のキャラクター「キレイクン」は何年に誕生したでしょうか？
　　　   ①昭和62年　②平成元年　③平成2年　　　（答えは３ページ下）

【問3の答え】　　②130m

〈川崎市生ごみリサイクル活動
　　　　　　　　助成金制度を創設しました！〉

　川崎市生ごみリサイクル活動助成金は、生ごみの減量と資源の循環を推進することを目的に、
家庭から発生する調理残さ・食べ残し等（生ごみ）を堆肥化し農地などで有効活用する市民団体に
対して、助成金を交付するものです。

次の条件を全て満たし、かつ（１）及び（２）のいずれかの要件を満たしている団体が対象となります。
◆市内在住の10世帯以上で構成されていること。
◆6か月以上継続する活動であること。
◆生ごみの堆肥化について、川崎市及び川崎市出資法人から同種の助成を受けていないこと。
◆政治、宗教及び営利を目的としないこと。

（１）農地で活動する団体
　市内在住の農家を含むこと。ただし、やむを得ない事情がある場合には、市外在住の
　農家も対象となります。 

〈家庭用生ごみ処理機等購入費助成制度のご案内〉
　生ごみは、処理機やコンポスト化容器などを使うと、堆肥としてリサイクルすることができま
す。市では、家庭用電動生ごみ処理機やコンポスト化容器等の購入費の一部を助成しています。

　対 象 機 種：電動生ごみ処理機等（1 世帯1 基まで）
　　　　　　　　 コンポスト化容器・密閉容器（1 世帯2 基まで）
　助 成 金 額：購入金額の2 分の1（限度額20,000 円）
　申請書類取寄せ方法：はがきに、住所・氏名・電話番号・「生ごみ処理機等助成希望」と明記し、
　　　　　　　　 下記までお送りください。
　申　請　方　法：申請書類に「領収書の原本」、「設置状況がわかる写真又は配置図」を
　　　　　　　　 添えて、下記まで持参又は郵送してください。
　※申請書類は、市ホームページからもダウンロードできます。
　　http://www.city.kawasaki.jp/30/30genryo/home/namagomi-recycle/re_plan_01.html
　　郵送での申し込みは、〒210-8577「環境局減量推進課」まで（住所は書かなくても届きます。）

助 成 経 費：事務用品等の事務的経費、車両・機器等の賃借等の道具類・消耗品類の経費等（ただし、人的
経費及び他の助成制度の適用がある経費は除きます。）

助 成 金 額：上限10万円

募集団体数：20団体
募 集 期 間：平成22年9月17日（金）〆切（ただし、募集期間内でも募集団体数に達した時点で締め切ら

せていただきます。）
応 募 方 法：「申請書」に「農地の所有権を証する書類の写し」、「公共の花壇の地権者等の承諾を得て

いることを証する書類の写し」、「団体の会則」を添えて、下記まで持参又は郵送してくださ
い。

※申請書は、区役所等に置いてあります。また、市ホームページからもダウンロードできます。
　http://www.city.kawasaki.jp/30/30genryo/home/namagomi-recycle/katsudou_jyosei_01.html
　郵送での申し込みは、〒210-8577 「環境局減量推進課」まで（住所は書かなくても届きます。）

（２）公共の花壇で活動する団体
　活動を行う公共の花壇の地権者等の承諾を得ていること。
　※公共の花壇とは「公園緑地」又は「公開性の高い場所における花壇」を指します。

◇生ごみを次に掲げるいずれかの方法で堆肥化し、この堆肥を活用して農地で作物を生産し、
地域に供給する活動であること。
①生活環境保全上支障のない方法を用いて、団体に属する世帯内において発生する生ごみ
を運搬し、市内農地において堆肥化すること。
②団体に属する世帯内で、生ごみ処理機等を用いて堆肥化すること。
◇活動を行う農地は市内の農地であること。ただし、団体が市内に農地を確保できないとき
は、隣接する他市の農地に限り対象となります。

◇生ごみを次に掲げる方法で堆肥化し、この堆肥を活用して公共の花壇で草花を生育する活
動であること。 
　①団体に属する世帯内で、生ごみ処理機等を用いて堆肥化すること。
◇公共の花壇は市内のものに限ります。

できた堆肥や肥料は、庭や家庭
菜園などで利用できます。

★助成対象の団体と活動★

★助成対象の経費等★

★募集団体数・期間と応募方法★
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生ごみリサイクルに関する問い合わせ先 ： 環境局減量推進課　電話 044（200）2605

減量推進課




